
シンポジウム 

海外日本語教育インターンシップ 

―海外における日本語教育とその問題点― 
 
 

日本語教員養成課程 主任  
国士舘大学 21世紀アジア学部 教授 中島悦子 

－開催のご挨拶－ 
２１世紀アジア学部は日本語教員養成課程の関連科目の最終段階として、３年次春の日本語教育実習を終了後、海外日本語教育インターンシップ

の一環として、３年次秋から半年あるいは１年間日本語教員として海外に派遣する制度を設けています。 
２００６年から今日まで１０名の学部生を海外（キルギス・中国・オーストラリア）へ派遣し、大学院グローバルアジア研究科国際日本語教育においても

２年間で４名の大学院生を海外（キルギス・ベトナム）へ派遣しています。 
海外で日本語教育に携わった教師と学生から、海外の日本語教育について報告します。これからの日本語教育が海外の日本語教育の現場とどのよ

うにつながっていけばいいのか一緒に考えませんか。 
 
－日時・会場－ 
日 時 ：2008年 7月 12日（土）13:30（開場） 14：00～16:00 
会 場 ：国士舘大学世田谷キャンパス梅ヶ丘校舎 34B304教室 （ 〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4-28-1 ） 
アクセス： 

・小田急線梅ヶ丘駅下車、徒歩 9分  
・東急世田谷線松陰神社前駅または世田谷駅下車、徒歩 6分  
・渋谷駅南口バス乗場 18番「世田谷区民会館行」バスで終点下車、徒歩 1分 

 
 
 



プログラム 
 
時間 内容 担当 

14:00 オープニング 
開会の挨拶 
「グローバル化と海外日本語教育」 
「21世紀アジア学部学生の海外日本語教育インターンシップへの期待」 

 
若林克彦(国士舘大学 学長) 
梶原景昭（国士舘大学大学院グローバルアジア研究科 委員長） 
小牧輝夫(国士舘大学 21世紀アジア学部 学部長) 

14:20 インターン生・実習生発表 
キルギス共和国における日本語教育とその問題点 
 
オーストラリアでの日本語教育実習と問題点 
ベトナムホンバン大学における日本語教育実習とその問題点 

 
吉野志穂 加藤奏 若菜結子 谷内美奈  
町田佳帆梨 五十嵐順 
鈴木美帆子 
ﾗﾑ･ﾁﾝ･ﾃｨｴﾝ･ﾎｱﾝ  (以上 8名 21世紀アジア学部 卒業生) 

15:25 海外における日本語教育とその問題点 
ロシアを例に 
中国上海を例に 
中国大連・青島等を例に 

 
栗原通世(国士舘大学 21世紀アジア学部 講師) 
中島悦子(国士舘大学 21世紀アジア学部 教授) 
邢志強(国士舘大学 21世紀アジア学部 教授) 

15:50 コメント 鶴田洋子 濱田英作 佐藤研一 
(国士舘大学 21世紀アジア学部 教授) 

16:00 閉会  
     総合司会                                           土佐昌樹(国士舘大学 21世紀アジア学部 教授、 

アジア・日本研究センター 副センター長） 
 
－問合せ先－ 
国士舘大学 アジア・日本研究センター  
〒195-8550 東京都町田市広袴 1-1-1  
電話番号：042-736-1070 ファックス：042-736-2420  
Email：ajrc@kokushikan.ac.jp 


